
あおもりの

国保
あおもりの

国保

第413号

青森県国民健康保険団体連合会

2024

7



●あおもりの国保　第413号 contents

国保連だより
令和５年度事業報告・決算等を可決承認
　青森県国保連合会第157回通常総会…………………………………… 1
14年連続で上昇
令和５年度県内市町村国保税（料）収納率状況……………………… 3

青森県保健協力員会等連絡協議会　令和６年度総会並びに研修会…… 4

あなたのまちにズームイン！
「おいらせ町健幸まちづくりの推進」を目指して（おいらせ町）…… 6

データベースコーナー
診療報酬支払確定状況
介護給付費等支払確定状況・障害介護給付費等支払確定状況……… 8
特定健診未受診対策（KDBシステムからの対象者抽出方法等）… … 10

こくほ随想
新型インフルエンザ（パンデミック）対応

公益財団法人 医療科学研究所 相談役　江利川　毅…… 1２

自治体病院開設者協議会だより
令和５年度事業報告・決算等を可決承認 青森県自治体病院開設者協議会第132回通常総会……… 14
青森県の地域医療について思うこと
… … 自治体病院長代表小委員会　委員　照井　健（国民健康保険板柳中央病院長）……… 1５
常勤医師数は529人
　県内自治体病院勤務医確保状況… …………………………………………………………………… 16

国保連だより
市町村職員対象研修会のお知らせ… ……………………………………………………………… 18

第三者行為損害賠償求償事務についてのお知らせ………………………………………………… 1９

表紙の説明
「いちょう公園」
いちょう公園は町民に親しまれる憩い

の場です。園内にはシンボルである「日本
一の自由の女神像」のほか、桜や紫陽花、
イチョウ、モミジなどの花木によって春夏
秋冬で異なる景色を魅せます。
ウォーキングコースや広い芝生広場、各

種スポーツ施設、バーベキューハウスも併
設していますので、日頃の運動不足解消や
家族連れなどのレジャーにおすすめです。
写真提供：おいらせ町



第
１
５
７
回
通
常
総
会
が
７
月
24

日
、
青
森
県
共
同
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
髙
樋󠄀󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
、

令
和
５
年
度
の
会
務
運
営
に
つ
い

て
「
年
間
２
６
０
０
億
円
を
超
え

る
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
費
と

約
１
４
０
０
億
円
ま
で
増
加
し
た

介
護
給
付
費
な
ど
の
各
審
査
支
払

業
務
を
󠄀
じ
め
、『
保
険
者
努
力
支

援
制
度
』
の
評
価
指
標
で
あ
る
医

療
費
適
正
化
対
策
や
介
護
予
防
な

ど
の
市
町
村
支
援
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
国
が
強
力
に
推
進
す
る

『
医
療
Ｄ
Ｘ
』
の
要
と
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
、
市
町
村
に
お
け
る
国
保
󠄀
務

の
効
率
化
に
向
け
、
確
実
な
情
報
連

携
に
取
り
組
ん
だ
」
と
報
告
し
た
。

次
に
、
本
県
の
国
保
財
政
の
状
況

に
触
れ
「
財
政
運
営
の
都
道
府
県
化

に
伴
う
国
の
公
費
投
入
の
効
果
な
ど

も
あ
っ
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
６
年

連
続
で
全
市
町
村
が
黒
字
と
な
る
見

込
み
と
な
っ
た
が
、
基
金
の
取
り
崩

し
で
対
応
し
て
い
る
市
町
村
が
全
体

の
３
割
を
超
え
て
い
る
。

懸
命
な
運
営
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
財
政
支
援
の
継

続
󠄀
も
と
よ
り
、
更
な
る
拡
充
・
強

化
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛

感
し
て
い
る
」
と
窮
状
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
、
懸
案
の
国
保
の
保
険
料

水
準
の
完
全
統
一
に
つ
い
て
󠄀
「
去

る
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

『
骨
太
の
方
針
』
に
お
い
て
保
険
料

水
準
の
統
一
を
徹
底
す
る
と
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
󠄀
昨

年
10
月
策
定
の
『
加
速
化
プ
ラ
ン
』

を
改
定
し
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
新
た
な
目
安
を

掲
げ
た
上
で
、
遅
く
と
も
18
年
度
ま

で
に
完
全
統
一
に
移
行
す
る
と
い
う

目
標
を
設
定
し
た
。

本
県
に
お
い
て
󠄀
、
令
和
12
年
度

賦
課
分
か
ら
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
󠄀
現
在
、
市
町
村
毎

に
異
な
っ
て
い
る
業
務
の
標
準
化
や
健

康
づ
く
り
󠄀
業
の
在
り
方
な
ど
、
諸
課

題
の
検
討
・
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
先
般
、
守

川
県
健
康
医
療
福
祉
部
󠄀
と
意
見
交
換

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う
お
願
い

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
󠄀

宮
下
知
󠄀
に
対
し
、
要
望
活
動
を
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
会
と
し
て
󠄀
、
国
保
󠄀
業
等
の

安
定
運
営
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

市
町
村
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
、
国
保
󠄀
業
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
󠄀
󠄀
者
３
名
、
国
保
運
協

委
員
８
名
、
国
保
󠄀
務
担
当
者
１
名

の
総
勢
12
名
の
方
々
に
対
す
る
󠄀
󠄀

󠄀
表
彰
を
行
っ
た
後
、
工
藤
南
部
町

󠄀
を
議
󠄀
に
選
任
し
議
案
審
議
に
入

り
、
令
和
５
年
度
󠄀
業
報
告
・
各
会

計
決
算
、
本
年
度
の
国
保
制
度
改
善

強
化
実
行
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る

た
め
の
運
動
目
標
と
な
る
「
決
議

（
別
掲
）」
並
び
に
「
保
険
料
水
準
の

完
全
統
一
に
向
け
た
要
望
活
動
の
実

施
」
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
報
告
󠄀
項

１
件
、
議
決
󠄀
項
22
件
󠄀
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する髙樋理事長

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
等
を
可
決
承
認

青
森
県
国
保
連
合
会
第
１
５
７
回
通
常
総
会
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決　　　議
国保制度改善強化全国大会を経て実現を期する当面の懸案事項を下記のとおり

決議する。

記

一.	 医療保険制度の一本化を早期に実現すること。

一.	 国保制度に対する公費3,400億円の継続投入と更なる拡充を図るとともに、
保険税（料）水準の完全統一に向けた新たな財政措置を講じるなど財政基盤を
強化すること。

一.	 普通調整交付金が担う所得調整機能は極めて重要であることから、その機能を
損なう見直しは行わないこと。

一.	 地方単独医療費助成事業に対する国庫負担金等の減額調整措置を完全撤廃する
こと。

一.	 子どもに係る均等割保険税（料）軽減制度の対象範囲及び軽減割合を拡充する
こと。

一.	 生活保護受給者を国保等へ加入させる見直しは行わないこと。

一.	 健康寿命の延伸を図るため、国保データベース（ＫＤＢ）システム等を活用
した予防・健康づくり事業への財政支援を一層強化すること。

一.	 後期高齢者医療制度に対する財政支援を拡充強化すること。

一.	 介護保険制度の安定運営を図るため、十分な財政措置と介護従事者の確保
対策などを強力に推進すること。

一.	 地域医療構想の実現にあたっては、地域の実情と新興感染症の流行等の有事を
見据えた医療提供体制を再構築すること。

一.	 医療ＤＸの要となるオンライン資格確認等システムを基盤としたデータヘルス
改革を推進するため、国の責任において必要な財政措置を講じること。

一.	 マイナンバー法等の一部改正に伴う健康保険証の廃止にあたっては、被保険者に
混乱や不利益が生じないよう十分な対策を講じること。

一.	 国の方針に基づく国保総合システムの更改と運用にあたっては、保険者や被保険者に
更なる負担が生じないよう十分な財政措置を講じること。

令和６年７月24日

第157回青森県国民健康保険団体連合会通常総会
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国保連合会では、令和５年度県内市町村国保税（料）収納率（現年度分）の最終見込み状況を取りま
とめた。
それによると、令和５年度分の収納率は市町村の懸命な徴収努力もあって、県平均で対前年度比0.06

ポイント増の94.39％と14年連続で上昇した。（図参照）
市町村別では、県内40市町村のうち、全体の約半数にあたる19市町村が前年度を上回った。（表参照）

表　令和５年度国保税（料）収納率（現年度分）
区分 順

位

５ 年 度
４年度

対 前
年 度
増 減

区分 順

位

５ 年 度
４年度

対 前
年 度
増 減

区分 順

位

５ 年 度
４年度

対 前
年 度
増 減保険者名 決算見込 保険者名 決算見込 保険者名 決算見込

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
県 平 均 － 94.39 94.33 0.06 蓬 田 村 29 94.47 94.66 △ 0.19 東 北 町 30 94.33 94.42 △ 0.09

青 森 市 38 92.52 92.48 0.04 鰺 ヶ 沢 町 26 94.81 94.92 △ 0.11 おいらせ町 31 94.24 93.91 0.33

弘 前 市 25 94.84 94.35 0.49 深 浦 町 11 95.94 97.05 △ 1.11 六 ヶ 所 村 20 95.22 94.60 0.62

八 戸 市 37 93.13 92.68 0.45 西 目 屋 村 21 95.15 91.66 3.49 大 間 町 40 89.05 89.02 0.03

黒 石 市 17 95.58 95.68 △ 0.10 藤 崎 町 24 95.02 95.28 △ 0.26 東 通 村 19 95.38 95.51 △ 0.13

五所川原市 15 95.66 94.98 0.68 大 鰐 町 32 94.02 94.83 △ 0.81 風 間 浦 村 4 97.06 97.90 △ 0.84

十 和 田 市 8 96.39 96.16 0.23 田 舎 館 村 3 97.11 97.24 △ 0.13 佐 井 村 22 95.09 93.03 2.06

三 沢 市 39 91.55 93.03 △ 1.48 板 柳 町 36 93.16 94.19 △ 1.03 三 戸 町 10 96.24 95.25 0.99

む つ 市 13 95.75 95.89 △ 0.14 中 泊 町 23 95.07 95.57 △ 0.50 五 戸 町 33 93.82 95.80 △ 1.98

つ が る 市 2 97.88 97.32 0.56 鶴 田 町 9 96.35 95.09 1.26 田 子 町 12 95.89 93.87 2.02

平 川 市 27 94.76 95.63 △ 0.87 野 辺 地 町 16 95.65 95.22 0.43 南 部 町 5 97.02 96.64 0.38

平 内 町 7 96.68 97.60 △ 0.92 七 戸 町 18 95.39 96.15 △ 0.76 階 上 町 34 93.37 94.10 △ 0.73

外 ヶ 浜 町 1 97.95 96.47 1.48 六 戸 町 28 94.63 96.55 △ 1.92 新 郷 村 6 96.90 99.22 △ 2.32

今 別 町 14 95.69 94.80 0.89 横 浜 町 35 93.22 92.00 1.22

14 年 連 続 で 上 昇
令和５年度県内市町村国保税（料）収納率状況

89.00％

90.00％

91.00％

92.00％

93.00％

94.00％

95.00％
収納率（全国）収納率（青森県）

５年度（見込み）平成30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度

92.13％
92.48％

93.21％

93.90％
94.33％

92.85％ 92.92％

93.69％
94.24％

94.39％

図　国保税（料）収納率の推移（現年度分・全国対比）
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５
月
30
日
、
青
森
県
保
健
協
力
員
会
等

連
絡
協
議
会
令
和
６
年
度
総
会
並
び
に
研

修
会
が
リ
ン
ク
モ
ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
保
健
協
力
員
や
市
町
村
関

係
者
な
ど
４
８
７
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
小
笠
原
チ
ヨ
会
長
（
青

森
市
浪
岡
地
区
）
は
、
日
頃
の
活
動
に
対

す
る
関
係
各
位
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
「
保
健
協
力

員
に
改
め
て
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
先
般
策
定
さ
れ
た
『
第
三
次

青
森
県
健
康
増
進
計
画
』
等
を
踏
ま
え

『
青
森
県
保
健
協
力
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

の
内
容
を
更
新
し
、
皆
様
と
一
緒
に
県
民

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

続
い
て
、
宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知
事
と

新
井
山
洋
子
青
森
県
在
宅
保
健
師
の
会
会

長
の
祝
辞
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
上
程

さ
れ
た
４
件
の
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
、
県
統
一
活
動
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
活
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
大
間
町
保
健
協
力
会
の
佐
藤
恵
美
子

会
長
と
弘
前
市
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

連
絡
協
議
会
の
成
田
津
江
会
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

大
間
町
で
は
、
町
健
康
づ
く
り
宣
言
か

ら
１
年
後
の
平
成
27
年
度
に
肥
満
予
防
の

た
め
に
行
っ
て
い
た
「
健
康
劇
『
赤
ず
き

青
森
県
保
健
協
力
員
会
等
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
総
会
並
び
に
研
修
会

総会の様子

宮下宗一郎青森県知事

在宅保健師の会　新井山洋子会長

活動発表者のお二人
左から佐藤恵美子氏（大間町）　成田津江氏（弘前市）

県統一活動目標とスローガン
①活 動 目 標：健（検）診受診率アップ
　スローガン：「あなたの声がけで　新たに健（検）診

受診者を 3 人増やそう！」
②活 動 目 標：組織強化を図り、保健協力員等の活動を

活性化させる。 
　スローガン：「仲間を増やして健やか力をアップしよう！」

地
域
に
根
差
し
た

　
　
　
　
　健
康
づ
く
り
活
動
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総会の様子

ん
ち
ゃ
ん
、
気
を
つ
け
て
』」
を
会
員

と
町
保
健
師
と
で
紙
人
形
劇
に
リ
メ
イ

ク
し
た
も
の
を
、動
画
で
披
露
さ
れ
た
。

紙
人
形
劇
で
の
披
露
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
っ
た
が
「
こ
れ
か
ら
は
色
々
な

所
で
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た
、
弘
前
市
で
は
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
と
し
て
、
地
区
子
ど

も
ま
つ
り
で
の
減
塩
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
市

内
25
地
区
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
ほ

か
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
市
民
協
働
交
流

ま
つ
り
で
の
血
管
年
齢
測
定
や
特
定
健

診
、
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
活
動
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

地
域
に
根
差
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
通
し
て
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上

と
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
繋
げ
た
い
と
意
気
込
み
が
語
ら

れ
た
。

座
長
を
務
め
た
弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
社
会
医
学
講
座
の
中
路
重
之

特
任
教
授
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

特
徴
の
あ
る
活
動
が
た
く
さ
ん
実
施
さ

れ
て
い
る
。

今
後
も
青
森
県
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
我
々
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
青
森
県
口
腔
保
健
支
援
セ

ン
タ
ー
の
金
澤
孝
彦
副
参
事
か
ら
、
今

年
度
よ
り
取
組
が
始
ま
っ
た
『
第
三
次

青
森
県
健
康
増
進
計
画
（
歯
・
口
腔
の

健
康
）
の
推
進
』
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
い
た
。

計
画
の
概
要
の
ほ
か
、
歯
・
口
腔

の
健
康
に
関
連
す
る
指
標
と
そ
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
し
「
歯
・
口
腔
の

健
康
は
『
食
べ
る
』『
話
す
』
の
み
な

ら
ず
社
会
的
・
精
神
的
な
健
康
や
生

活
の
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
皆
様
に
は
地
域
住
民
の
歯
や
口
の

健
康
づ
く
り
に
も
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

最
後
に
、
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
の
小
林
恒

教
授
か
ら
「
お
口
の
病
気
が
全
身
の
健

康
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
い
た
。

同
氏
は
「
歯
周
病
は
動
脈
硬
化
・
呼

吸
器
疾
患
・
心
臓
病
な
ど
に
影
響
を
与

え
健
康
な
人
で
も
な
る
疾
患
で
あ
り
、
45

歳
以
上
の
40
％
以
上
が
罹
患
し
て
い
る
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

す
体
内
で
の
慢
性
炎
症
の
原
因
は
、
肥

満
と
歯
周
炎
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
歯
の
本
数
が
減
っ
た
り
噛
む

力
が
弱
ま
る
こ
と
で
認
知
症
に
繋
が

り
、
舌
圧
（
飲
み
込
む
力
）
が
弱
ま
る

こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
な
が
る
な

ど
、
口
腔
の
環
境
が
様
々
な
疾
患
に
影

響
を
与
え
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
「
顎
骨
壊
死
予
防
の
ほ
か
、

美
味
し
い
も
の
を
美
味
し
く
食
べ
る
た

め
に
も
、
か
か
り
つ
け
歯
科
を
つ
く
っ

て
定
期
的
に
通
院
し
、
口
腔
を
き
れ
い

に
保
つ
こ
と
が
健
口
で
健
康
を
維
持
す

る
た
め
に
重
要
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
口
の
健
康
が
体
や

認
知
機
能
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
３

～
４
か
月
に
一
度
、
歯
科
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
通
っ
て
い
る
が
改
め
て
口
腔
の
ケ

ア
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

健
口
で
健
康
を

　
　
　
　
　維
持
す
る
た
め
に

『
第
三
次
青
森
県
健
康
増
進
計
画

　
　
　
　（歯
・
口
腔
の
健
康
）』

説明者の金澤孝彦氏

講師の小林恒氏

座長の中路重之氏
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お
い
ら
せ
町
の
紹
介

お
い
ら
せ
町
は
、
青
森
県
東
南
部
に
位

置
し
、
町
の
南
部
に
十
和
田
湖
を
源
流
と

す
る
奥
入
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
民
間
調
査
の
「
住
み
心
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
県
内
１
位
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
の
利
便
性
が

よ
い
こ
と
か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
社

会
増
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

第
２
次
お
い
ら
せ
町
総
合
計
画
で
は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
の

び
の
び
と
育
つ
環
境
を
つ
く
り
、
大
人
た

ち
が
い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
を
目
指
し
「
子
ど
も
の
び
の
び
大
人

い
き
い
き
と
も
に
つ
く
る
お
い
ら
せ
町
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
状
況

令
和
６
年
３
月
末
現
在
の
人
口
は
、

２
５
０
０
９
人
、
う
ち
国
保
被
保
険
者

は
４
８
０
４
人
、
加
入
率
は
19
・
２
％

で
す
。
令
和
４
年
度
の
一
人
あ
た
り
医

療
費
は
24
万
８
２
０
５
円
（
調
剤
除
く
）

で
県
内
39
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
保
健
事
業
の
取
り
組
み

当
町
の
健
康
課
題
は
、
特
定
健
康
診
査

（
以
下
「
健
診
」
と
い
う
）
の
受
診
率
で
、

令
和
４
年
度
の
40
～
74
歳
の
受
診
率
は

40
・
２
％
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
影
響
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
40
～
64
歳
の
若
年
層
で
は
低
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
健
診

を
受
け
た
く
な
る
よ
う
な
見
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
「
健
診
の
お
知
ら
せ
」
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
り
、
関
係
課
一
丸
と
な
っ
て

受
診
勧
奨
を
行
う
な
ど
し
て
、
現
在
、
受

診
率
ア
ッ
プ
へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
未
受
診
者
対
策
の

強
化
を
一
層
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
健
診
結
果
で
は
、
男
女
と
も
に
肥

満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）
が
国
、
県
平
均
よ

り
高
く
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
の
有
所
見

者
の
割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
44
・

４
％
と
令
和
２
年
度
の
55
・
２
％
か
ら
減

少
を
続
け
て
お
り
、
特
定
保
健
指
導
の
対

象
と
な
っ
た
方
へ
保
健
指
導
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

医
療
費
分
析
結
果
で
は
、
糖
尿
病
に
係

る
医
療
費
の
割
合
が
年
々
増
加
（
図
参

照
）
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
命
と

直
結
す
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
医
療
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
保
健
指
導
を
丁

糖尿病予防改善教室の様子

今回はおいらせ町から、「健幸まちづくりの推進」のために
実施している取組を紹介していただきます。

「おいらせ町
健幸まちづくりの推進」を目指して

置
し
、
町
の
南
部
に
十
和
田
湖
を
源
流
と

す
る
奥
入
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
民
間
調
査
の
「
住
み
心
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
県
内
１
位
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
の
利
便
性
が

おいらせ町

あなたのまちにあなたのまちにあなたのまちに
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糖尿病予防改善教室の様子

寧
か
つ
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
早
期
介
入
事
業
と
し
て

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
糖

尿
病
予
防
改
善
教
室
」
は
毎
回
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は

「
糖
尿
病
予
防
✿
健
康
サ
ロ
ン
」
へ
と
事

業
を
展
開
し
、
小
集
団
に
よ
る
予
防
力

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
楽
し
く
自
由
に
糖

尿
病
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
場
と
し
て
、

参
加
者
の
重
症
化
予
防
へ
の
意
識
向
上

に
繋
が
る
事
業
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
の

取
り
組
み

当
町
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
一
体

的
実
施
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民

課
に
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、
庁
内
外
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
健
康

寿
命
の
延
伸
及
び
地
域
全
体
で
高
齢
者

を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
な
か
で
感
じ
た
こ
と
は
、

国
保
対
象
者
と
後
期
高
齢
者
の
保
健
事

業
の
接
続
に
つ
い
て
、
高
齢
期
に
至
る

ま
で
継
続
性
・
一
貫
性
・
連
続
性
の
あ

る
視
点
で
保
健
事
業
へ
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
疾
病
予
防

（
医
療
）
と
生
活
機
能
維
持
（
介
護
）

の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
課
題

解
決
の
一
助
と
な
る
よ
う
事
業
展
開
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
町

民
の
み
な
ら
ず
町
内
医
療
機
関
（
歯
科

医
院
、
薬
局
含
む
）
へ
町
の
健
康
課
題

と
保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
リ

ス
ク
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
事
業
を
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
力

を
お
借
り
し
引
き
続
き
実
践
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
今
年
度
は
歯
科
健
診
事
業

実
施
に
伴
い
口
腔
フ
レ
イ
ル
予
防
や
気

軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
の
「
栄
養

相
談
会
」
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
イ

ン
ボ
デ
ィ
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
機

器
を
活
用
し
た
町
民
の
健
康
意
識
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

む
す
び
に

長
年
続
け
て
き
た
生
活
習
慣
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で

も
私
た
ち
は
、
た
や
す
く
変
え
ら
れ
な

い
ヒ
ト
の
生
活
行
動
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
と
し
て
、
個
人
や
小
集
団
、
大
集

団
を
対
象
と
し
た
指
導
形
態
を
、
自

ら
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
町
民
が
選

択
で
き
る
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
よ
り
よ
く
健
康
で
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
人
生
、
何
か
を
あ
き
ら
め
る
の

で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
人
生
の
宝
探
し

を
し
な
が
ら
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ベジチェックを使用した栄養士による相談の様子

「通いの場」健康運動指導士による運動講座の様子
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介護給付費等支払確定状況
令和５年度の介護給付費等支払確定額は1,398

億円（月平均117億円）で対前年度比1.31％の増
と再び上昇に転じた。（表２参照）

なお、支払確定額等の推移は図２のとおりで
ある。

表２　介護給付費等支払確定状況
区 分 令和５年度 令和４年度 対前年度比

千円 千円 ％
介護給付等 139,778,644 137,970,736 1.31

図２　介護給付費等支払確定額等の推移
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1,380億円 1,398億円

520億円

1,251億円 1,260億円 1,266億円 1,300億円 1,319億円 1,346億円 1,374億円 1,393億円

障害介護給付費等支払確定状況
令和５年度の障害介護給付費等支払確定

額は400億円（月平均33億円）で対前年度比
5.09％の増、障害児給付費支払確定額は69億
円（月平均６億円）で対前年度比15.06％の
増と、いずれも受給者数の増加等に伴い費
用が増加した。（表３参照）

なお、支払確定額等の推移は図３のとお
りである。

表３　障害介護給付費等支払確定状況
区 分 令和５年度 令和４年度 対前年度比

千円 千円 ％
障害介護給付等 40,090,815 38,149,243 5.09

障害児給付費 6,889,585 5,987,959 15.06

図３　障害介護給付費等支払確定額等の推移
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平成21年度 ２年度

障害児給付費
(平成20年10月開始) (平成19年10月開始)

障害介護給付費等 障害者受給者数 障害児受給者数
(億円) (人)

169億円

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 ３年度 ４年度 ５年度

60

381

441億円

69

400

469億円

54

369

423億円

49

355

404億円

43

340

383億円

38

324

362億円

36

313

349億円

33

295

328億円

30

279

309億円

26

260

286億円

障害者受給者数（人）
※下段は対前年度増減

－ － 11,0２２ 11,５1９ 11,7９0 11,９63 1２,２38 1２,436 1２,５84 1２,838 1２,９6２
－ － ＋40５ ＋4９7 ＋２71 ＋173 ＋２7５ ＋1９8 ＋148 ＋２５4 ＋1２4

障害児受給者数（人）
※下段は対前年度増減

－ － 1,883 ２,0９２ ２,２6９ ２,５03 ２,660 3,06９ 3,２９8 3,736 4,06２
－ － ＋166 ＋２0９ ＋177 ＋２34 ＋1５7 ＋40９ ＋２２９ ＋438 ＋3２6

※１．障害介護給付費等には、地域生活支援事業費を含む。
※２．受給者数は各年度末数値。(平成２6年度以前はデータ無し）

介護報酬改定 ＋0.63% △２.２7% ＋1.14% ＋0.５4% ＋２.13% ＋0.70% ＋1.13%
（３年に１度） （消費増税

[8%]対応） ［介護人材の処遇改善対応］ （消費増税
[10%]対応）

介護職員等の
ベースアップ対応

主な制度改正 制度施行 一定以上所得者
の自己負担を
２割へ引上げ

自己負担３割
（高所得者層）
を導入

第１号被保険
者数（人）
※下段は対前年度増減

２９3,34５ 38９,1２3 3９7,73５ 403,31２ 40９,331 413,304 41５,313 418,２18 418,２５５ 417,44２ 417,178
― ＋10,５64 ＋8,61２ ＋５,５77 ＋6,01９ ＋3,９73 ＋２,00９ ＋２,９0５ ＋37 △ 813 △…２64

※１．介護給付費等には、高額介護サービス費、指定入所者介護サービス費などを含む。平成２7年度からは介護予防・日常生活支援総合事業費を
含む。

※２．被保険者数は、外国人被保険者、住所地特例被保険者を除く各年度末数値。

［ ］
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あおもりの国保　2023.7　第408号

データベースコーナー
今回は、令和５年度に国保連合会が保険医療機関等に支払った診療報酬の確定状況等についてお知らせ

します。

診 療 報 酬 支 払 確 定 状 況
令和５年度の診療報酬支払確定額は、国保分が952億円（月平均79億円）で対前年度比0.61％の増、後期高

齢者医療分が1,671億円（月平均139億円）で対前年度比5.96％の増、合わせて2,623億円（月平均218億円）で
対前年度比3.96％の増となった。（表１参照）

なお、支払確定額等の推移は図１のとおりである。
表１　診療報酬支払確定状況

区 分 令 和 ５ 年 度 令 和 ４ 年 度 対 前 年 度 比
千円 千円 ％

国 保 診 療 報 酬
（一般＋退職者）

診 療 報 酬 分 80,416,552 80,398,592 0.02
高 額 療 養 費 分 11,476,178 10,838,874 5.88
柔 道 整 復 師 等 分 294,772 315,425 △ 6.55
公 費 負 担 分 2,968,827 3,027,803 △ 1.95

小 計 95,156,329 94,580,694 0.61

後 期 高 齢 者 医 療
診 療 報 酬

診 療 報 酬 分 158,739,887 150,760,189 5.29
高 額 療 養 費 分 7,453,258 5,950,218 25.26
柔 道 整 復 師 分 263,818 282,491 △ 6.61
公 費 負 担 分 673,340 731,236 △ 7.92

小 計 167,130,303 157,724,134 5.96
合 計 262,286,632 252,304,828 3.96

図１　診療報酬支払確定額等の推移
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平成20年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

後期支払額 国保支払額 国保加入者数後期加入者数

2,269億円

(億円) (万人)

2,591億円2,553億円 2,567億円 2,513億円2,590億円 2,529億円

1,577

946

2,523億円

1,671

952

2,623億円2,632億円 2,586億円

診療報酬改定 △0.8２% ＋0.10% △0.84% △1.1９% △0.07%
（消費増税
〔10%〕対応）

△0.46% △0.９4%

主な制度改正後期高齢者
医療制度施行

70歳到達者を
２割負担へ
引き上げ

国保財政運営
の都道府県化

毎年薬価改定
導入

一定所得以上の
後期高齢者の窓
口負担２割導入

国保加入者数（人） 481,07２ 3９５,887 376,043 3５1,２16 330,081 314,５２1 30２,83５ ２９7,047 ２86,1９6 ２7２,110 ２５９,773
※下段は対前年度増減 － ▲1９,２41 ▲1９,844 ▲２4,8２7 ▲２1,13５ ▲1５,５60 ▲11,686 ▲５,788 ▲10,8５1 ▲14,086 ▲1２,337
後期加入者数（人） 173,06５ 1９7,784 ２01,0２7 ２04,９２8 ２07,２4２ ２10,3５５ ２10,8９９ ２0９,47５ ２11,９00 ２16,684 ２２0,8２7
※下段は対前年度増減 － ＋1,6５3 ＋3,２43 ＋3,９01 ＋２,314 ＋3,113 ＋５44 ▲1,4２4 ＋２,4２５ ＋4,784 ＋4,143
※１. 支払額には診療報酬のほか、高額療養費、柔道整復施術療養費、公費負担医療分を含む。なお、国保分には、はり・きゅう及びあん摩マッ

サージ指圧師療養費分も含む。
※２. 加入者数は、各年度末数値。
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４－２．関数を用いた特定健診未受診者の集計

❶集計したい年度に対するセル範囲を確認（本事例ではМ６:М２５）
❷指定された範囲の空白セルを集計可能な「ＣＯＵＮＴＢＬＡＮＫ」関数を使用
❸「ＯＫ」をクリック

４－１．オートフィルタ機能を用いた特定健診未受診者の集計

※オートフィルタ機能を活用することで、「連続未受診者」や「２年前は受診したが、１年前は
受診していない者」等が抽出可能となる。

❶年度別にデータを絞り込
むため、オートフィルタ機
能を使用
❷(空白セル)にのみチェッ
クを入れる
❸「ＯＫ」をクリック

❶

❶

❸

❸

❷

❷

≪集計に役立つその他の関数≫
◎「ＣＯＵＮＴＡ」関数
・指定範囲内にあるセルのうち、空白でないセルの個数を集計
　活用事例：５年間での健診受診回数の集計　　等

◎「ＣＯＵＮＴＩＦ」関数
・指定範囲内にあるセルのうち、検索条件に一致するセルの個数を集計
　活用事例：５年間での健診受診回数が１回の人数の集計　　等

―　次号にて紹介予定　－
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※	国保では、有資格者のみを対象とするため、抽出時点において国保喪失年月日に値がある者
をオートフィルタ機能等で除外する必要がある。

国保データベース（ＫＤＢ）システムを活用した特定健診未受診者の状況把握

◎今回から３回にわたり、特定健診の未受診者対策として活用可能なＫＤＢシステムの機能
をご紹介します。

　ＫＤＢシステムから抽出可能な「被保険者管理台帳」の帳票ＣＳＶを活用し、特定健診未受診者を容
易に把握することができます。
　また、直近10年間分（当年度分を含む）の健診受診・医科受診・介護認定等の有無を確認することが
できるので、ターゲット（対象者）を絞り込んだうえで、受診勧奨を効果的に進めることができます。
　引き続き、継続した特定健診未受診者対策の取組を進めていきましょう。

－把握手順－
１．ＫＤＢシステムのトップ画面の「被保険者管理台帳」をクリック
２．「ＣＳＶ（全頁）」をクリック
３．任意のフォルダに保存・展開

【参考】右にスクロールすることで、５年前～９年前のデータが参照可能

❶❶ ❸❸ ❹❹❷❷

❶健診
○ ：健診あり

※● ：保健指導あり
空白：受診なし

❹国保資格❸介護認定
○ ：介護認定あり
● ：介護受給あり
空白：認定なし

❷医科受診
○ ：受診あり

空白：受診なし
● ：生活習慣病あり

データベースコーナー

11 あおもりの国保　2024.7　第413号



我が事・丸ごと

岡山大学客員教授（元厚生労働省老健局長）
宮　島　俊　彦

⿙
功
を
奏
し
た
危
機
管
理
体
制
整
備

厚
生
労
働
事
務
次
官
就
任
後
、
年
金
記
録
問

題
、
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
な
ど
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て

い
る
と
き
に
、
矢
崎
剛
会
計
課
長
が
「
庁
舎
整
備

の
予
算
が
少
し
余
る
。
活
用
を
相
談
し
た
い
」
と

や
っ
て
き
た
。「
５
つ
ほ
ど
提
案
し
て
く
れ
」
と

指
示
し
た
ら
、
そ
の
一
つ
に
「
講
堂
に
ラ
ン
ケ
ー

ブ
ル
を
敷
く
」
と
い
う
案
が
あ
っ
た
。
私
は
総
理

官
邸
勤
務
の
と
き
に
、
新
官
邸
の
地
下
室
に
強
化

さ
れ
た
危
機
管
理
室
を
見
て
い
る
。
大
災
害
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
と
き
に
厚
労
省
に
も
別
格
の
危
機

管
理
体
制
が
必
要
に
な
る
と
考
え
、
ラ
ン
ケ
ー
ブ

ル
を
採
用
し
た
。
有
事
の
際
に
講
堂
で
１
０
０
人

超
体
制
で
の
対
応
が
可
能
に
な
る
。

２
０
０
９
年
４
月
下
旬
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
「
メ
キ

シ
コ
で
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
→
ヒ
ト
感
染

が
起
こ
り
、
致
死
率
が
高
い
」
等
の
情
報
が
入
っ

て
き
た
。
厚
労
省
の
会
議
室
に
対
策
本
部
を
設
置

し
、
ま
ず
は
都
道
府
県
へ
の
情
報
提
供
等
対
応
に

当
た
っ
た
。

４
月
28
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
フ
ェ
ー
ズ
４
宣
言
、
30

日
に
は
フ
ェ
ー
ズ
５
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
政
府
も

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
５
月
９
日

に
検
疫
で
感
染
者
が
見
つ
か
り
、
16
日
に
は
兵
庫

県
で
高
校
生
の
集
団
感
染
が
起
き
た
。
渡
航
歴
の

な
い
人
の
感
染
で
あ
り
、
国
内
感
染
が
進
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

対
策
本
部
を
講
堂
に
移
し
、
１
０
０
人
超
の
体

制
を
組
ん
だ
。
実
態
把
握
と
医
療
の
確
保
を
中
心

に
全
都
道
府
県
と
の
連
絡
体
制
を
つ
く
り
、
で
き

る
だ
け
頻
度
の
高
い
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
官
邸
と
の

連
絡
体
制
、
専
門
家
会
議
と
の
連
携
な
ど
、
分
担

し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。
感
染
都
道
府
県
が
毎
日

の
よ
う
に
増
え
、
国
会
対
応
も
あ
り
、
緊
張
感
の

高
い
期
間
が
続
い
た
。
広
報
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
特
に
留
意
し
、
舛
添
厚
生
労
働

大
臣
が
記
者
会
見
で
発
表
し
、
事
務
局
も
定
例
的

に
広
報
対
応
し
た
。

⿙
国
民
や
医
療
現
場
の
協
力
で  

　
　
　  

危
機
を
乗
り
切
る

一
方
で
、
タ
ミ
フ
ル
と
い
う
薬
が
効
く
と
か
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
夏
場
は
感
染

力
が
弱
り
そ
う
だ
と
か
、
さ
ら
に
は
当
初
の
メ
キ

シ
コ
か
ら
の
情
報
が
不
正
確
で
致
死
率
は
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
い
と
か
、
あ
り
が
た
い
情
報
も
入
っ
て

き
た
。

そ
の
夏
、
少
し
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
私
は
退

「新型インフルエンザ
　　　　（パンデミック）対応」

公益財団法人 医療科学研究所 相談役

江　利　川　毅

こくほ随想
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PROFILE

官
し
た
が
、
秋
に
再
度
感
染
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
率
は
他
国
に
比
較
し
て
相
当

低
く
、
国
民
の
協
力
と
医
療
現
場
の
方
々
の
努
力

の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
２
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
の
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
対
し
こ
の
特

別
措
置
法
が
適
用
さ
れ
、
あ
の
講
堂
が
厚
労
省
の

対
策
本
部
と
な
っ
た
。
流
行
当
初
は
、
検
査
方
法

の
開
発
・
承
認
・
供
給
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、

次
い
で
、
ワ
ク
チ
ン
・
医
薬
品
の
開
発
が
強
く
求

め
ら
れ
た
。
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
機
能
の
発

揮
、
医
療
機
関
の
協
力
、
流
行
制
御
の
た
め
の
感

染
症
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
予
測
、
マ
ス
コ
ミ
の
協

力
、
国
民
の
的
確
な
対
応
等
、
総
合
的
に
は
的
確

に
対
応
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
新
し
い
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
、
治
療
薬
の
登
場
に
よ
っ
て
、
長
い
戦
い

も
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。

⿙
新
型
コ
ロ
ナ
を
振
り
返
り

　
　
　
　  
教
訓
を
活
か
す

　
　
　

教
訓
を
活
か
す

　
　
　

私
が
理
事
長
を
務
め
る
医
療
科
学
研
究
所
は
、

こ
れ
ま
で
三
度
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

①
２
０
２
０
年
９
月
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

―
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
秋
冬
に
備
え
る
―
」

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
座
長
：
尾
身
茂
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
長
。
感
染
初
期
段

階
に
お
け
る
、
国
、
自
治
体
、
医
師
、
研
究
者
、

製
薬
企
業
の
取
組
）。
②
機
関
誌
「
医
療
と
社
会
」

（
２
０
２
２
年
４
月
発
行
）
の
特
集
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
：
対
策
の
課
題
と
今
後
の
展

望
」（
責
任
編
者
：
岡
部
信
彦
川
崎
市
健
康
安
全

研
究
所
所
長
、
武
藤
香
織
東
京
大
学
医
科
学
研
究

所
教
授
。
国
、
自
治
体
、
医
師
・
研
究
者
、
数
理

モ
デ
ル
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
等
８
人
の
論
文
）。

③
自
主
研
究
「
健
康
危
機
管
理
に
対
す
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
か
ら
の
教
訓
」（
城
山

英
明
東
京
大
学
教
授
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
。
国

や
自
治
体
の
担
当
者
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
基
に

実
証
的
な
研
究
報
告
と
政
策
提
言
）
と
い
う
研
究

レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
４
年
３
月
）。
い
ず
れ
も
当

研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。
多
く
の
関
係

の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

記
事
提
供

社
会
保
険
出
版
社

生年月日　1947年４月13日

出身地　埼玉県

公益財団法人医療科学研究所 相談役
元内閣府事務次官

元厚生労働事務次官
元人事院総裁

江利川 毅
TAKESHI ERIKAWA

【学歴】
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第
１
３
２
回
通
常
総
会
が
７
月
24
日
、

青
森
県
共
同
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
髙
樋
会
長
は
、

長
年
の
課
題
で
あ
る
医
師
不
足
問
題
に

つ
い
て
「
県
内
に
お
け
る
勤
務
医
師
は
、

医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
や
弘
前
大
学

医
学
部
の
地
域
枠
の
効
果
も
あ
っ
て
、

総
体
で
徐
々
に
増
え
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、
各
施
設
が
必
要
と
す
る
医
師
の

充
足
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
開
業
医
の
高
齢
化
等
に
伴

う
民
間
診
療
施
設
の
減
少
に
よ
り
、
自

治
体
診
療
施
設
が
『
か
か
り
つ
け
医
』

機
能
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
。更

に
は
、
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
の

医
療
従
事
者
不
足
も
深
刻
な
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
般
、
守
川
県
健
康
医

療
福
祉
部
長
と
医
師
確
保
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
医
師
配
置
や
医
療
従
事
者
の
新
た

な
定
着
策
等
に
つ
い
て
申
し
入
れ
す
る

た
め
、
宮
下
知
事
に
対
し
要
望
活
動
を

展
開
し
た
い
」
と
現
状
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
今
後
の
取
組
方
針
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
本
会
が
実
施
し
て
い
る
青
森

医
学
振
興
会
へ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

触
れ
「
今
後
と
も
し
っ
か
り
と
医
師
の

育
成
や
定
着
化
に
繋
が
る
事
業
を
継
続

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
財
政
支
援

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
で
あ
る
本
会

一
般
負
担
金
・
病
院
応
益
割
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
本
日
ご
協
議
い
た
だ
き
た

い
」
と
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
自
治
体
診
療
施
設
事
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
56
名
の
方
々
に
対

す
る
会
長
表
彰
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
守
川
県
健
康
医
療
福
祉
部

長
は
来
賓
祝
辞
の
中
で
「
医
師
不
足
解

消
と
育
成
支
援
・
県
内
定
着
、
若
手
医

師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
に
向
け
て
様
々

な
取
組
を
進
め
て
お
り
、
医
師
修
学
資

金
支
援
事
業
の
貸
与
枠
を
今
年
度
か
ら

２
倍
に
し
た
ほ
か
、
本
年
１
月
に
は
県
、

弘
前
大
学
、
県
立
中
央
病
院
の
三
者
が

協
定
を
締
結
し
、
医
師
派
遣
等
に
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
触
れ

「
県
で
は
『
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、
個
々
の
施
設
が

医
師
の
勤
務
実
態
に
合
わ
せ
た
環
境
整

備
を
支
援
し
て
い
る
」
と
紹
介
し
、
積

極
的
な
活
用
方
を
要
請
し
た
。

引
き
続
き
、
髙
樋
会
長
を
議
長
と
し

て
議
案
審
議
に
入
り
、
上
程
さ
れ
た
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、
宮
下
知
事
に
対
し
て
「
医
師
確

保
対
策
に
関
す
る
要
望
活
動
」
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
本
会
一
般
負
担
金
・
病

院
応
益
割
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
案
を
３
案
提
示
し
協
議
し
た
結
果
、

弘
前
大
学
か
ら
の
派
遣
医
師
数
に
応
じ

た
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
、
算
定
基
準

を
５
名
毎
に
細
分
化
し
、
診
療
所
に
は

市
町
（
組
合
）
立
病
院
の
半
額
を
負
担

い
た
だ
く
案
が
妥
当
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
般
の
協
議
結
果
を
基
に
令
和
７

年
度
予
算
案
を
作
成
し
、
明
年
２
月
開

催
予
定
の
理
事
会
・
総
会
に
提
案
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

最
後
に
、
県
か
ら
医
師
確
保
対
策
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
有
用
性
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
等
を
可
決
承
認

青
森
県
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
第
１
３
２
回
通
常
総
会

挨拶する髙樋会長

祝辞を述べる守川県健康医療福祉部長
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か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

か
つ
て
地
域
医
療
は
大
学
医
学
部
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
初

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

期
臨
床
研
修
必
修
化
後
の
大
学
自
体
の
人
員
減
少
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
近
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
遠
方
の
病
院
に
臨
時
医

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
学
に
頼
っ
た

地
域
医
療
は
成
り
立
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

地
域
医
療
は
成
り
立
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

地
域
医
療
は
成
り
立
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

地
域
医
療
は
成
り
立
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
青
森
県
で
は
弘
前
大
学
の
青
森
県
内
枠
や
青
森
県
定
着
枠
で
入
学
し

そ
れ
に
対
し
、
青
森
県
で
は
弘
前
大
学
の
青
森
県
内
枠
や
青
森
県
定
着
枠
で
入
学
し

そ
れ
に
対
し
、
青
森
県
で
は
弘
前
大
学
の
青
森
県
内
枠
や
青
森
県
定
着
枠
で
入
学
し

そ
れ
に
対
し
、
青
森
県
で
は
弘
前
大
学
の
青
森
県
内
枠
や
青
森
県
定
着
枠
で
入
学
し

そ
れ
に
対
し
、
青
森
県
で
は
弘
前
大
学
の
青
森
県
内
枠
や
青
森
県
定
着
枠
で
入
学
し

た
学
生
の
「
青
森
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
、
卒
業
後
は

た
学
生
の
「
青
森
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
、
卒
業
後
は

た
学
生
の
「
青
森
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
、
卒
業
後
は

た
学
生
の
「
青
森
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
、
卒
業
後
は

た
学
生
の
「
青
森
県
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
、
卒
業
後
は

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
地
域
医
療
へ
派
遣
で
き
る
枠
組
み
を
開
始
し

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
県
か
ら
指
示
を
受
け
た
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
に
派
遣

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

さ
れ
、
人
員
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
人
員
を
割
り
当
て
る
だ
け
で

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

良
い
訳
で
は
な
い
。
私
見
だ
が
、
以
下
２
つ
の
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

第
一
に
、
大
病
院
で
研
修
を
受
け
た
ば
か
り
の
若
い
ド
ク
タ
ー
が
地
域
で
働
け
る
よ

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
ら
は
電
子
カ
ル
テ
し
か
知
ら
な
い

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

世
代
だ
が
、
当
院
も
含
め
小
規
模
病
院
や
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
は
非
常
に
高
額
で

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

負
担
が
重
く
、
な
か
な
か
導
入
が
難
し
い
。
県
主
導
で
、
全
県
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
県
で
同
じ
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
で
き
れ
ば
な
お

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
央
か
ら
へ
き
地
ま
で
真
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

成
で
き
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
も
有
益
と
な
り
、
へ
き
地
の
病
院
で
診
療
し
た

重
症
患
者
の
相
談
、
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
厚
生
労
働
省

重
症
患
者
の
相
談
、
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
厚
生
労
働
省

重
症
患
者
の
相
談
、
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
厚
生
労
働
省

重
症
患
者
の
相
談
、
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
厚
生
労
働
省

重
症
患
者
の
相
談
、
紹
介
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
厚
生
労
働
省

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

が
進
め
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
、
環
境
整
備
を
最
小
限
の
資
金
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

導
入
、
環
境
整
備
を
最
小
限
の
資
金
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

導
入
、
環
境
整
備
を
最
小
限
の
資
金
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

導
入
、
環
境
整
備
を
最
小
限
の
資
金
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

導
入
、
環
境
整
備
を
最
小
限
の
資
金
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

第
二
に
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
勉
強
の
熱
意
に
応
え
る
環
境
作
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
へ

第
二
に
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
勉
強
の
熱
意
に
応
え
る
環
境
作
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
へ

第
二
に
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
勉
強
の
熱
意
に
応
え
る
環
境
作
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
へ

第
二
に
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
勉
強
の
熱
意
に
応
え
る
環
境
作
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
へ

第
二
に
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
勉
強
の
熱
意
に
応
え
る
環
境
作
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
へ

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

き
地
で
は
最
新
医
療
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
不
安
が
出
て
し
ま
う
。
県
と
大
学
が
連
携
し

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

て
最
新
の
医
学
に
触
れ
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

こ
れ
ら
２
つ
の
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
医
療
を
担
う
若
い
力
に
と
っ

て
有
益
で
、
継
続
的
に
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

て
有
益
で
、
継
続
的
に
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
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一方、実際に施設を運営するうえで必要な医師の充足率は71.8％にとどまっており、医療法上の充足率と
は大きな乖離がある。
また、常勤医師数529人に対し、施設運営上必要とする常勤医師数は737人と208人不足で前年同期よりも

悪化している。
これは、本年４月の医師の時間外労働規制の開始に伴い、負担軽減等を目的とした必要数の増加によるも

のと思われることから、現場の状況が改善されているとは言い難い。

▶診療科偏在にも改善は見られず大きく乖離
診療科別では、外科、整形外科が80％台、内科、小児科が70％台である一方、神経精神科、放射線科、皮

膚科においては50％以下となっており、診療科偏在が目立っている。
とりわけ、放射線科においては36.8％と、極めて深刻な状況にある。
なお、基本の診療科である内科、外科でさえも不足が生じていることから、自治体診療施設が本県の地域

医療を支えている実態に鑑みると深刻な状況にあると言える。（表２）

表２　　診　療　科　別　総　括
区　分

科　名

現 員 必要数（施設運営上） 過 不 足 数
常 勤

非 常 勤 合 計
常 勤

非 常 勤 合 計
人 員 充 足 率

① ② ①－② ①÷②
人 人 人 人 人 人 人 ％

内 科 127 205 332 173 71 244 △	 46 73.4 (78.5)

外 科 76 86 162 94 44 138 △	 18 80.9 (83.3)

産 婦 人 科
（婦人科含む） 19 54 73 32 11 43 △	 13 59.4 (62.5)

小 児 科 29 78 107 38 24 62 △	 9 76.3 (70.0)

整 形 外 科 37 50 87 46 15 61 △	 9 80.4 (78.3)

泌 尿 器 科 18 20 38 26 6 32 △	 8 69.2 (70.8)

眼 科 8 35 43 12 13 25 △	 4 66.7 (45.5)

耳 鼻 咽 喉 科 11 31 42 17 17 34 △	 6 64.7 (68.8)

神 経 精 神 科 8 16 24 16 3 19 △	 8 50.0 (60.0)

放 射 線 科 7 17 24 19 1 20 △	 12 36.8 (33.3)

脳 神 経 外 科 16 22 38 24 6 30 △	 8 66.7 (54.2)

皮 膚 科 4 72 76 8 9 17 △	 4 50.0 (50.0)

麻 酔 科 15 72 87 22 16 38 △	 7 68.2 (72.7)

そ の 他 154 91 245 210 15 225 △	 56 73.3 (70.1)

計 529 849 1,378 737 251 988 △	 208 71.8 (71.7)

（注）１．その他には、心臓血管外科、リハビリテーション科、臨床病理科、病理、病理診断科、形成外科、初期研修医、臨床検査科、
検査科、専攻医、栄養管理科、緩和医療科、救命救急センター、救急科、救急診療科、周産期センター、糖尿病内分泌内科、
循環器内科、循環器科、呼吸器内科、脳神経内科、リウマチ科、総合診療科、へき地医療センター、健診・保健科、健診セン
ター、脊椎脊髄・神経外科、メンタルヘルス科を含む。

２．充足率の（　）内数値は、前年度分である。ただし比較の観点から、町立大鰐病院（令和５年10月１日診療所化）を除く数値
で調製した。
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常 勤 医 師 数 は 529人
県内自治体病院勤務医確保状況

▶常勤医師数は前年同期比17人増の529人
青森県自治体病院開設者協議会では、県内自治体病院20施設（青森県立中

央病院を除く）の令和６年５月１日現在における常勤医師等の状況をまとめ
た。（図１、表１）
常勤医師数は、前年同期に比べ17人増の529人と３年ぶりに増加に転じた。
その内訳は、研修医（初期、専攻医）を除く常勤医師が１人増の406人、

研修医が16人増の123人となっている。

▶施設運営上充足率は71.8％と依然として低迷
医療法上の医師充足率は196.9％で、平成17年から20年連続で100％を超え

ている。

表１　　自治体病院医師確保状況年度別推移（令和２年度～令和６年度）

区分

年月

現 員 必 要 数 過 不 足 数

常 勤
（うち
研修医）

非常勤
合 計

医療法上 施設運営上 医 療 法 上 施 設 運 営 上

対前年比 対２年
５月比人員 左 の

常勤換算 人 員 常勤
非常勤 合 計

人 員 人 員充 足 率 充足率
① ② ③ ①＋② ④ ⑤ ①＋③－④ （①＋③）÷④ ①－⑤ ①÷⑤

人 人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人 人 ％ 人 ％

2年 5月

518

789 66.938 1,307 ― 100.0 351.207 744 226 970 233.731 166.6 △	 226 (134.7)
69.6

初期(90)

後期 (3)

専攻(22)

3 年 5月

532

820 72.575 1,352 (103.4)
102.7

(103.4)
102.7 320.344 751 229 980 284.231 188.7 △	 219 (138.0)

70.8
初期(87)

後期 (3)

専攻(26)

4 年 5月

523

776 64.564 1,299 (96.1)
98.3

(99.4)
101.0 314.031 735 203 938 273.533 187.1 △	 212 (138.5)

71.2初期(89)

専攻(33)

5 年 5月

512

801 68.655 1,313 (101.1)
97.9

(100.5)
98.8 311.596 713 236 949 269.059 186.3 △	 201 (138.4)

71.8初期(85)

専攻(22)

6 年 5月

529

849 77.113 1,378
(105.0)
103.3

(105.4)
102.1 307.858 737 251 988 298.255 196.9 △	 208

(139.5)
71.8初期(86)

専攻(37)

（注）１．「４年５月」以降は弘前市立病院（令和４年３月31日閉院）、「６年５月」は町立大鰐病院（令和５年10月１日診療所化）を除く数
値で調製した。

２．常勤の（　）内数値は研修医の再掲である。
３．対前年比、対２年５月比、充足率は、常勤を対象とした指数である。
４．対前年比、対２年５月比、充足率の（　）内数値は、非常勤を含んだものである。
５．歯科医師を除いた数値である。

（図１）
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市町村職員対象研修会のお知らせ
市町村職員等を対象として、８月以降に開催する研修会等の日程をお知らせします。
現段階で予定されている研修会等は下表のとおりですので、ご不明な点がありましたら各担当課にお問い合わ
せください。

○国保連合会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

介護サービス苦情処理担当者研修会 ７月22日（月）～
８月30日（金） ｗeb研修 介護保険課

市町村介護保険事務担当者研修会
８月２日（金）～
９月６日（金）
12月上旬

ｗeb研修 介護保険課

データヘルス推進研修会（保健活動研修会） ８月９日（金） 青森市「青森県水産ビル」 事業振興課

特定健診・特定保健指導に関する研修会
　※保険者協議会主催 ８月23日（金） 青森市「青森県労働福祉会館」 事業振興課

国保事務初任者研修会 ８月中 研修内容を収録したＤＶＤを配付 事業振興課

保健協力員研修会（保健所管内毎） ８月下旬～11月下旬 保健所管内毎（県内６会場） 事業振興課

国保総合システム等に関する個別研修 ９月～11月 青森市「青森県共同ビル」 管 理 課

在宅・現職保健師保健所ブロック別研修会
　※保健所管内毎に開催
　①青森市・東地方保健所管内
　②弘前保健所管内
　③八戸市・三戸地方保健所管内
　④上十三保健所管内
　⑤むつ保健所管内
　⑥五所川原保健所管内

①10月８日（火）
②10月10日（木）
③10月16日（水）
④10月18日（金）
⑤10月22日（火）
⑥10月25日（金）

①青森市「ねぶたの家ワラッセ」
②弘前市「弘前市民会館」
③八戸市「YＳアリーナ八戸」
④十和田市「市民交流プラザトワーレ」
⑤むつ市「むつ合同庁舎旧館」
⑥五所川原市「五所川原市民学習センター」

事業振興課

第三者行為求償事務担当者研修会 10月１日（火） オンライン開催 事業振興課

保険税（料）収納事務担当者研修会 10月16日（水） 青森市「青森県共同ビル」 事業振興課

介護給付適正化システムに関する個別フォローアップ
研修 10月下旬～12月下旬 オンライン開催 介護保険課

レセプト点検業務担当者研修会 11月上旬 青森市内 審 査 課

国保データベース（ＫＤＢ）システム研修会「応用編」 11月下旬 青森市内 事業振興課

○自治体病院開設者協議会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

第49回青森県自治体医学会 ８月31日（土） 青森市
「ウェディングプラザアラスカ」 事業振興課

東北ブロック・全国組織主催の研修会等
○国保連合会関係

研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の
推進に向けた研修会 11月上旬 オンライン開催 事業振興課

国保制度改善強化全国大会 11月15日(金) 東京都千代田区「砂防会館」 事業振興課

○自治体病院開設者協議会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

東北地方国保診療施設協議会連絡会議 ９月20日（金） 宮城県仙台市
「江陽グランドホテル」 事業振興課

国保直診・口腔保健研修会 10月３日(木) 岩手県盛岡市
「メトロポリタン盛岡NEW WING」 事業振興課

第64回全国国保地域医療学会 10月４日(金)
　～５日(土)

岩手県盛岡市
「いわて県民情報交流センターアイーナ」 事業振興課

自治体病院全国大会2024「地域医療再生フォーラム」 11月19日(火) 東京都千代田区
「都市センターホテル」 事業振興課

地域包括医療・ケア研修会 令和７年１月17日（金）
　　　　　～18日（土）

東京都内
（オンライン形式との併催） 事業振興課
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国保連合会では、第三者行為損害賠償求償事務の委託・相談を随時受け付けしております。（費用
は無料です。）

必要書類を提出していただければ、損保会社との過失割合の交渉など専門的な事務を代行します。
また、顧問弁護士を設置し、加害者直接請求など困難な事案にも対応しておりますので、市町村事

務の軽減のため、是非ご活用願います。
１．求償事案の発見

国保総合システムの「第三者確認機能」において、交通事故該当レセプト、また交通事故に関連
性の高い病名のレセプトが抽出されていますのでご活用ください。

※詳細は、国保総合システムのお知らせ欄に掲載の「第三者行為求償事務（国保総合システム処
理）保険者向けマニュアル（令和６年４月５日付け）」を参照願います。

２．委 託 の 方 法
一事案毎に「損害賠償求償事務委託書」等の提出書類を本会へ提出してください。なお、全ての

書類が揃わない段階でも委託可能です。
【提出書類】

⑴損害賠償求償事務委託書（様式第１号） ⑺代位取得通知書「写」 （参考様式第５、６号）
⑵委　任　状 （様式第２号） ⑻国民健康保険給付内訳書（様式第７号）
⑶第三者行為基本調査書 （様式第３号） ⑼保険給付内訳書 （様式第７号の１）
⑷交通事故証明書 （様式第４号） ⑽診療報酬明細書「写」
⑸事故発生状況報告書 （様式第５号） ⑾その他参考となる関係書類（傷病届等）
⑹念書（被害者） （様式第６号）

※１．⑻、⑼、⑽については、後日の提出でもかまいません。
※２．⑻、⑼について作成が困難な場合、本会へご相談ください。
※３．各様式は本会ＨＰに掲載しておりますのでご活用ください。

３．処 理 の 流 れ

※私病の混在や過失相殺により請求額が異動となる場合は、異動通知書により保険者へ連絡します。
保険者では内容確認後、変更決定通知書を提出してください。

①
必
要
書
類

（
委
託
書
）提
出

②
受
託
通
知
書

発

出

④損害賠償　　
　　請求額確定

⑥
納
入
通
知
書

発
行
依
頼

⑨
完
了
通
知
書

発

出

⑧
送
金
処
理

⑤
損
保
会
社
等
へ

の
請
求
・
収
納

③
損
保
会
社
等
と

の
過
失
交
渉

⑦
納
入
通
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書

発

行

※
請
求
額
の
異
動

通

知

書

※
請
求
額
の
変
更

決
定
通
知
書

　保険者訪問相談業務も実施しておりますので、第三者行為に関するご相談がありましたら、
下記までお気軽にご連絡ください。
　また、本年10月１日には「第三者行為求償事務担当者研修会（オンライン開催）」の開催を
予定しておりますので、是非ご参加ください。

青森県国民健康保険団体連合会　事業振興課求償係
〒030-0801　青森市新町2丁目4番1号　県共同ビル3階　TEL017-718-4973（課直通）　FAX017-723-1095

第三者行為損害賠償求償事務についてのお知らせ

国
保
連
合
会

保

険

者
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許
可
な
く
、転
載
・
複
製
を
禁
じ
ま
す
。  
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